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芝浦
工業大学ブランドを握る

カギとは？
実績にもとづく芝浦工業大学の実力

　　　 特集 ❶ 　　　

これら対外的な評価の変化の背景には、本学のどういった取り組みがあるのか。
そのブランドを握るカギに迫ります。

芝浦工業大学では、創立 100 周年に
向けたアクションプラン

「Centennial SIT Action」を掲げて
各施策に取り組んでいます。

 また、2018 年 9 月に株式会社リクルートより発行された「カレッジマネジメント」212 号に
おいて、「進学ブランド力調査 2018」が発表され、本学の評価も高まっています。

【志願度】全体19位 （昨年29位）

理系全体5位 （昨年15位） 理系女子14位 （昨年43位）

（一部抜粋）

2013 2014 2015 2016 2017

332

518

712

1070

1288

2013 2014 2015 2016 2017

123

361

501

842

1297

　THE ランキングにおいてランクアップした一番の要因は、
「国際性の向上」。国内私立大学で 4 位、アジア工科系大

学では 14 位にランクされました。国際性の伸び率では、ア
ジア工科系 50 校の中でもトップの評価となっています。
　国際性の点では、芝浦工業大学が目指している「アジア
工科系大学トップ 10」という目標に近いポジションを得て
おり、これまでの取り組みが評価に反映されたと言えます。

　グローバル化を数値で表
現するのは難しいと言われて
いる中、着実な伸びを見せて
いるのが右の項目です。
　SGU採択前年（2013年度）
から 2017 年度までの実績を
まとめました。

海外への学生派遣数

「国際性」アジア工科系大学順位「国際性」国内私立大学順位

留学生の受け入れ人数 協定等に基づく
海外派遣学生数 順位（2016年度）

　真のグローバル化を目指すに
は、実績にもとづく客観的な
評 価も必 要で す。2018 年
3 月に、イギリスの高等教育
専 門 週 刊 誌「Times Higher 
Education（THE）」が 発 表した 
THE Japan University Rankings 2018 において、
芝浦工業大学は2017 年度は58 位だったところ、

「48 位」にランクインしました。

芝浦工業大学の

位置づけは？

数字でみる

グローバル化
の実績

グローバル 編

浦工業大学は、文部科学省「スーパーグローバル大学創成支援」

に私立理工系大学で唯一採択され、平成 26 年度から10 年間に

わたる支援を受けています。その基盤のもと、グローバルエンジニアの育成

を掲げる芝浦工業大学のさらなる国際化を目指した多面的な取り組みを改め

て紹介します。

芝

48位

10.54倍3.88倍

芝浦
工業大学ブランドを握る
カギとは？

実績にもとづく芝浦工業大学の実力

　　　 特集 ❶ 　　　

1

アジア工科系大学

トップ10

理工学教育
日本一

5
教職協働

トップランナー

4
ダイバーシティ
推進先進校

3
グローバル理工学
教育モデル校

2
知と地の
創造拠点

これら取り組みに対し、常に数値データ（KPI: Key 
Performance Indicator）をもって行 程を管 理し、
PDCA（Plan-Do-Check-Act）サイクル展開による目
標達成に臨みます。

大学の使命 　University Mission

Centennial SIT Action
100 周年（2027 年）の芝浦工業大学

世界に学び、世界に貢献する
グローバル理工学人材の育成

「国際性」で
高い評価

順位
1 上智大学
2 立教大学
3 早稲田大学
4 芝浦工業大学

5　 東洋大学

順位
1 南洋理工大学 シンガポール
2 香港科技大学 香港
3 香港理工大学 香港
4 イスラエル工科大学 イスラエル
5 ヨルダン科学技術大学 ヨルダン
6 マレーシア工科大学 マレーシア
7 コムサッツ情報科学大学 パキスタン
8 清華大学 中国
9 東京工業大学 日本
10 国立台湾科技大学 台湾
11 バンドン工科大学 インドネシア
12 国立科技大学 パキスタン
13 KAIST 韓国
14 芝浦工業大学 日本

15 ハルビン工業大学 中国

国内私立大学

4位

アジア
工科系大学

14位

順位
1 関西外国語大学 1812
2 立命館大学 1585
3 早稲田大学 1469
4 関西学院大学 1313
5　 芝浦工業大学 964

6 慶應義塾大学 872
7 近畿大学 869
8 名古屋外国語大学 865
9 立教大学 858
10 関西大学 855

出所：独立行政法人日本学生支援機構 
平成 28 年度協定等に基づく日本人学生
留学状況調査結果
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　「グローバル化」と言っても
その内容は千差万別。語学の
レベルアップを目指す語学研修
や交換留学は他大学でも取り組
んでいるプログラムですが、芝
浦工業大学で実践している理
工系大学ならではの取り組みを
紹介します。

　女性教員の積極的採用や、出産・育児・介護等の
時期に研究時間が制約される女性研究者への研究支
援員の配置、女子小中高生に向けた各種イベントの開
催など、さまざまな取り組みを推進してきました。その
結果、女性教員数、女子学生数ともに上昇しています。

多面的な
取り組み

5年間の
実績

他大学や企業との連携・牽引

専門性の高いグローバルPBLや
工学語学研修の実施

全て英語で開講

13機関中、唯一の最高評価Sと
大賞を獲得！

専門科目を英語で学ぶ

　芝浦工業大学は、自身の発展だけでなく他大学や企業、そし

て社会全体を牽引していく存在としての活動を推進しています。

　このような取り組みを牽引し、推し進めることで、一大学では

生み出せない改革を起こし、周囲を巻き込みながらグローバル

理工系人材育成全体の底上げを図っています。

Global Technology Initiative（GTI）
　国内外の大学や JICA、JETRO などの政府関係機関や企業を

はじめとした約 200 機関が加盟するアライアンス。事務局とし

て海外インターンシップやgPBL、研究連携や産学連携のプロジェ

クト、教職員の相互派遣・交換などを積極的に実施しています。

国際理工学専攻の設置
 　2017 年度、大学院理工学

研究科修士課程に、「国際理

工学専 攻 」を設 置しました。

授業は全て英語で、1 クオー

ター以上の留学、英語による

修士論文および発表を必須と

しています。

　現在 16 人が在籍、2018 年

度に 1 期生 9 人が卒業します。

システム理工学部国際コースの設置
　2017 年度、システム理工学部の 3 つの学科の中に「国際コース」を設置

しました。英語での専門科目の単位取得、1 セメスター以上の留学、英語に

よる総合研究（卒業研究）を必須としています。2019 年度、システム理工

学部の全学科に国際コースが設置されます。

South East Asian Technical University 
Consortium（SEATUC）
　東南アジアのパートナー大学とともに 2006 年から結成。中心

大学として東南アジア諸国との連携を深める役割を担っています。

　アクティブラーニング教育の一環として、海外協定校や

企 業を交えたグローバル PBL（Project Based Learning）

を国内外で積極展開しています。さまざまなバックグラウ

ンドをもつ海外協定校の学生とプロジェクトチームをつく

り、理工系ならではの専攻分野に応じた課題解決型ワー

クショップに取り組みます。その他にも論文にまとめること

を目的とした、専門分野により特化したプログラムも実施。

この経験を通じて、グローバル人材に必須となる 4 つの能

力（コミュニケーション力、グローバル人間力、異文化理

解力、問題解決能力）を身につけることを目指しています。

　文部科学省では、世界で活躍できる人

材を育成するため、「官民協働海外留学支

援制度～トビタテ！留学ＪＡＰＡＮ日本代表

プログラム～」を実施しています。2020 年

までに、1 万人の若者を産学官で選び育て、社会の空気

を変えていこうという前例のない取り組みですが、芝浦工

業大学様には、事務局への出向や事業への後援等、さ

まざまな面でご協力をいただき、心から感謝します。

　貴学では、THE 世界大学ランキング 2018 日本版にお

いて日本人学生の留学比率 16 位に入られるなど、非常に

積極的に留学促進に取り組まれていると承知しています。

　今後とも、理工系分野のグローバル化を牽引する大学

として、「トビタテ」へのご支援を賜れれば幸いです。共

に手を携え、将来の日本を支えるグローバル人材を育て

ていきましょう！

文部科学省官民協働海外留学創出プロジェクト
独立行政法人日本学生支援機構
グローバル人材育成部 グローバル人材育成企画課長　斎藤 更紗さん

 2017 年にホーチミン市工科大学で開催され
た国際学会「SEATUC シンポジウム」

外部の方にも
聞きました。

Global Mobility Programでライントレースロボットの製作と走行実
験の様子

男女共同参画 編

浦工業大学では、イノベーションは多様性の中から生まれる

という考えから、Diversity and Inclusion の一環として男女

共同参画を推進しています。

芝 芝浦
工業大学ブランドを握る
カギとは？

実績にもとづく芝浦工業大学の実力

　　　 特集 ❶ 　　　

　こうした成果と取り組みが評価され、2015 年度「東京

都女性活躍推進大賞（教育部門）」を受賞、文部科学

省 科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動

支援事業（一般型）」では、2015 年度に 13 機関中唯一 

最高評価 S を獲得しました。

2013 2014 2015 2016 2017

8.8%
10%

12.3%
13.5%

15%

2013 2014 2015 2016 2017

10.3%
9.5%

11.5% 11.6%

12.9%

2013 2014 2015 2016 2017

13.7% 13.8%
14.5%

15.5%
16.4%

女性教員比率の推移女子学生比率（大学院）の推移女子学生比率（学部）の推移

女子学生が女子小中学生に向けてプログラミングを教える「工学女子を育てよう！プロジェクト」

オープンキャンパスで、女子中高生特設ブースを設置
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教育研究 編

浦工業大学では、教育研究に積極的に取り組んでおり、徐々にそ

の効果が上がってきています。数値などの実績のみならず、対外的

な評価も得ています。

テクノプラザの整備と支援

企業等との受託・共同研究件数と文部科学省科学研究費助成事業件数

文部科学大臣より「理工学教育共同利用拠点」として再認定
私立理工系唯一！

私立大学で唯一！

理工学系教職員の
能力開発に

貢 献

SIT
研究ビジョン

　最新実験機器を豊洲キャンパステ
クノプラザ（共通機器センター）に集
め集中管理し、教員、学生、留学生、
産業界の共同研究者が誰でも使え
る状態に整備しました。分野を超え
た研究活動が活発に行われています。

 　芝浦工業大学の教育イノベーション推進センターは、文部科学大臣より教育関係共同
利用拠点として「理工学教育共同利用拠点」（大学の職員〈教員を含む〉の組織的な研
修等の実施機関）の認定を受けました※。拠点制度は、各大学が持つ教育施設や機関
を他大学にも供することで、大学教育全体としてより多様で高度な教育を目指すための制
度であり、私立理工系で唯一の認定です。
　2016 年に同拠点として 3 年間の認定を受けて以来、学内外に向けて理工学分野のプロ
グラムを実施したほか他大学からの講演依頼や相談にも対応するなど、理工学教育のモデルとして全国展開されている
取り組みと実績が再評価されました。 ※認定期間（継続）：2019 年 4 月 1 日～ 2024 年 3 月 31 日

　芝浦工業大学では、研究力強
化策として「知と地の創造拠点」
の構築を具現化するため、研究力
強化プラン「SIT 研究ビジョン」を
掲げました。国際共同研究を通じ
た世界レベルの研究拠点形成と
し、地域自治体や中小企業との共
同研究を通じた社会貢献を両輪と
して進めます。

芝

教育関係
共同利用拠点
の認定

「大学教育再生加速プログラム（AP）」
中間評価で最高「S評価」教育の質を

保 証  　教育への取り組みが、文部科学省「大学教育再生加速プログラム（AP）」の中間評価にお
いて、最高評価の「S 評価」を獲得しました※。
　中間評価において S 評価を受けた取り組みは、テーマⅠ・Ⅱ複合型全 21 件のうち 4 件（19%）、
事業全体では 77 件のうち 14 件（18.2%）でした。 ※テーマⅠ（アクティブ・ラーニング）・Ⅱ（学修成果の可視化）複合型

APプログラム
中間評価
「S評価」

学生の主体的学修を促す 
4 年間の体系的な 
アクティブ・ラーニング改革
　国際通用性のあるコースナンバリング、双方向シ

ステムによる大人数講義へのアクティブラーニングの

導入など

推進体制の強化
　継続的なアンケートおよび改革へ

のフィードバック実施、アクティブ・ラー

ニング＆アセスメント・オフィス開設、

専任教職員配置、教職学協働の教

育改革ワークショップの実施など

学生の学修成果の可視化と、 
単位認定に必要な授業外学修 

（予習・復習など）時間の保証
　ポートフォリオの改修や、授業外学修時間を明示す

るシラバスの提示、学修時間の登録機能などを搭載

した学修マネジメントシステム（LMS）の運用開始など

取り組み概要

「私立大学等改革総合支援事業」で
5年連続4タイプに採択

芝浦工業大学の
近年の

教育研究改革に対する

評 価 　教員・職員・学生が協働で教育研究改革を進め、文部科学省から高い評価を得ており、
「私立大学等改革総合支援事業」においてこれら 4 タイプに 5 年連続で採択されたのは、

全国 700 に及ぶ私立大学等の中で芝浦工業大学のみです。

タイプ❶   　　 教育の質的転換

全学的な体制での教育の質的転換
（学生の主体的な学修の充実等）を支援

　学長のリーダーシップのもと、教職学協働 ( 教員・職員・学生 ) の教学マ

ネジメント体制を構築。 学生の主体的な学びを促すアクティブ・ラーニング

の体系化や、FD・SD の積極的な実施など、 ｢学生が何を学んだか｣ を大切

にする教育の質保証・向上に取り組んでいます。

タイプ❹   　　 グローバル化

国際環境整備、地域の国際化など、
多様なグローバル化を支援

 　私立理工系大学として唯一採択されている ｢スーパーグローバル大学創

成支援｣ の取り組みを推進しており、海外送り出しや受け入れ留学生の増加

のほか、語学能力向上のための支援や学内体制の整備など世界で活躍でき

るエンジニアを育成するためのプログラムが進行しています。 

タイプ❸   　　 産業界・他大学との連携

産業界や国内の他大学等と連携した
高度な教育研究を支援

　企業との共同研究や受託研究などに学生も参画し、数多くの産学連携

の実績を残しています。 また ｢理工学教育共同利用拠点｣ として他大学に

FD・SD の研修会を展開したり、170 を超える国内外の企業や大学とともに

「GTI コンソーシアム」を組み、共に人材育成に取り組んでいます。

タイプ❷   　　 地域発展

地域社会貢献、社会人受け入れ、
生涯学習機能の強化等を支援

 　文部科学省 ｢地 ( 知 ) の拠点整備事業 ( 大学 COC 事業 )｣ に採択され

ており、 ｢地の拠点｣ として大学近隣の自治体と連携して、学生や研究室が

積極的に地域の課題解決に取り組んでいます。

2018 年度事業項目

芝浦
工業大学ブランドを握る
カギとは？

実績にもとづく芝浦工業大学の実力

　　　 特集 ❶ 　　　

受託・共同研究件数 科学研究費助成事業保有件数

「SIT研究ビジョン」３つの重点方策

産学
共同研究の

推進

研究拠点
環境の整備

研究成果
拡大
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　外部メディアに本学の就
職実績が掲載されています。
その一部をご紹介します。

企業人事担当者から見た大学の
イメージ調査　私立大学 7 位
側面別ランキング

「独創性」私立大学 6 位

出所：日経 CAREER 価値ある大学 2019
年版 就職力ランキング（日経 HR、2018
年 6 月 6 日発行）

 出所：大学通信
「｢有名企業への就職率｣ が高い大学ランキング」（井沢秀、2018 年 9 月14 日配信）

教育・研究力、就職力、財務力、
国際力で見る本当に強い大学
私立大学 11 位

大学別実就職率
卒業生数2000人以上大学で
3年連続 1 位

（2016年 41位   2017年 28位   
2018年 10位）

出所：東洋経済オンライン / 大学通信
「最新版！「本当に就職に強い大学」ランキング」
（井沢秀、2018 年 7 月14 日配信）
「最新！就職に強い大学ランキングトップ 300」
（安田賢治、2017 年 8 月 4 日配信）
「就職率で選ぶ「本当に強い大学」ランキング」
（安田賢治、2016 年 8 月 5 日配信）

　大学のグローバル化が進む中で、
卒 業 後に活躍する場も世界に広
がっており、在学中から海外で就業
体験を積むことで、グローバルエン
ジニアの素養を身につけています。

　2 週間の実習で、前半は現場に同行、後半は事務所内で主に内装の施工図チェックを行っ
ていました。
　大学で学んでいる BIM（Building Information Modeling）が現場でどのように活用されて
いるか知りたいとお願いしたところ、BIM 推進部の社員の方から詳細を教えていただく機会
を頂きました。
　シンガポールの現場では何百人もの作業員がいる中で日本人は 10 人程度しかいなかった
のですが、皆さんが英語を使いながらコミュニケー
ションを取っている姿を見て、海外で英語を使っ
て働くという姿が具体的にイメージできるようにな
りました。
　建設関係の仕事に就きたいと前から思っていま
したが、今回のインターンシップを通じ、大学で
の学びが現場でどのように活かされるかを知るこ
とができ、授業への興味もより高まりました。

「有名企業 400 社の実就職率」は、日経平均株価指数の採用銘柄や会社規模、知名

度、大学生の人気企業ランキングを参考に選定されています。

芝浦工業大学は卒業生 1,000 人以上の私立大学において 2017 年 7 位から 2018 年

4 位へ上昇しています。

 （過去 5 年推移：2014 年 22.9％、2015 年 23.8％、2016 年 28.3％、2017 年 30.5％、

2018 年 31.2％）

2018 年 3 月卒
順位 就職先企業 人数

1 東日本旅客鉄道（株） 33
2 東海旅客鉄道（株） 25
3 本田技研工業（株） 24
4 セイコーエプソン（株） 17

5
積水ハウス（株） 12
戸田建設（株） 12
東京都庁 12

8
三菱電機（株） 11
さいたま市役所 11

10

日本電気（株） 10
大和ハウス工業（株） 10
凸版印刷（株） 10
清水建設（株） 10
日本発条（株） 10

15

スズキ（株） 9
日野自動車（株） 9

（株）長谷工コーポレーション 9
ＮＥＣネッツエスアイ（株） 9

19

（株）ＳＵＢＡＲＵ 8
（株）大林組 8
住友林業（株） 8

（株）関電工 8
旭化成ホームズ（株） 8
東京都特別区 8

就職先上位企業・団体ランキング

業種別就職状況
  建設関連業
  製造業
  電気・ガス
  情報産業
  通信・マスコミ
  運輸業
  卸売・小売業
  金融・保険
  サービス業他
  教職
  公務員

  学部　   大学院　   学部・大学院合計就職率推移

就職 編

う１つの大学のブランド力の指標となっている「キャリア」。屈指の就

職率に加え、69.8％の学生が大企業（従業員 500 人以上）へ就職。

在学中に磨かれた実践力や問題解決能力が、社会でも即戦力として評価され、

多彩なフィールドで活躍しています。外部メディアでは、有名企業 400 社へ

の実就職率や企業人事担当者から見たイメージ調査などで掲載。ここでは

キャリアに関する実績や外部メディアからの評価について紹介します。

も

芝浦工業大学の

実 績

メディア掲載

事例

日経キャリアマガジン特別編集 
価値ある大学 2019 年版 
就職力ランキング

MAGAZINE

週刊東洋経済臨時増刊 
本当に強い大学 2018

MAGAZINE

東洋経済オンライン

WEB

20.5%

32.1%16.7%

9.3%

5.2%

6.8%

5.3%

0.5%

1.2%

1.1%

1.3%

99.0%

98.0%

97.0%

96.0%

95.0%

学部

16.1%

52.7%

9.6%

5.7%

0.5%

1.8%

1.8%
0.3%

1.0%
2.9%

7.6%

大学院

0.5%

1.3%

0.9%

1.3%

学部・
大学院

全体

19.4%

37.3%14.9%

5.3%

8.9%

5.8%

4.4%

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

98.7%

96.4%

95.4%
95.1%

96.1%

96.7%

97.2%
97.4%

97.1% 97.0%

97.9%

98.3% 98.6%

97.7%
97.3%

研修先：

五洋建設株式会社、

シンガポール

実習期間：

2018年8月27日～9月7日

工学部建築工学科3年

佐藤絢音さん

有名企業400社への実就職率が高い大学

2017 年
No 大学名 就職率（%）
1 慶應義塾大学 46.5
2 上智大学 38.3
3 早稲田大学 37.7
4 東京理科大学 34.6
5 同志社大学 31.2
6 学習院大学 30.6
7 芝浦工業大学 30.5
8 青山学院大学 29.0
9 関西学院大学 28.4
10 明治大学 28.2

2018 年
No 大学名 就職率（%）
1 早稲田大学 37.2
2 東京理科大学 36.8
3 上智大学 33.5
4 芝浦工業大学 31.2
5 青山学院大学 30.9
6 同志社大学 30.5
7 明治大学 28.4
8 学習院大学 27.5
9 関西学院大学 26.7
10 立教大学 25.8

海外
インターン

シップ

芝浦
工業大学ブランドを握る
カギとは？

実績にもとづく芝浦工業大学の実力

　　　 特集 ❶ 　　　

※女子の就職率 97.9％

出所：週刊東洋経済臨時増刊　本当
に強い大学 2018（東洋経済新報社、
2018 年 5 月 23 日発行）

この部分は著作権の都合上、
公開できません。
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　体育会「芝浦工業大学 Formula Racing」
は、9 月 4 日～ 9 月 8 日に静岡県で行われた
全日本学生フォーミュラ大会にて、海外を含む
92 大学中総合7位を獲得しました。「フォーミュ
ラカー」とは、車輪とドライバーのコックピット
がオープンになっている規格を持つ車体のこと。
全日本学生フォーミュラ大会は、ものづくりの
機会を提供することによって大学・高専等の工
学教育活性化に寄与することを大会理念として
おり、競技会では、走行性能だけでなく、車両
のマーケティング、コストなどの審査も行われ
ます。ものづくりの総合力を競う大会に懸ける
活動を追いました。

コストレポートとして提出した資料。コストに見合った車に
なっているかを審査される。180ページにもわたるレギュレー
ション（制作における規定／すべて英語）を読み解いたり、
販売戦略をプレゼンテーションで伝えたりと、活動の幅は
広い。2017年度43 位に落ち込んでしまったプレゼンテー
ションは、販売戦略など内容の充実に加え、伝え方・話し
方も練習。OB に見てもらい指摘を受けるなど1年間をか
けて強化した。

　2017 年度にベストサスペンション賞を獲得したこ
とを受け、株式会社テインと共同開発が実現した部
品（ダンパー）。オイル漏れの心配が無く走行中の振
動を安定させる。2018 年度は 70 社以上のスポン
サーがついた。
　設計の知識は授業で学んだ内容そのものと言う。
基本の物理学、流体力学、熱力学、材料力学など、
大学の知識を網羅できる活動と言える。

   「雨でなかったら、という思いはありますが、エンデュラ
ンスではライバルのマシンに比べ 2 秒以上早いラップタイ
ムを刻み高いポテンシャルを証明することができました。
　もともと中学の頃から学生フォーミュラ大会に出場す
ることが夢で、芝浦工業大学に入学。全力を出し切れた
と思います。1年生の頃からがむしゃらに設計に取り組ん
で製作した駆動系のパーツが評価されて今でも使用され
ていることも思い出に残っています」

ハードだけど、情熱を傾けられる部活動

代表 諏訪 一樹さん（機械機能工学科 3 年）

結果

総合優勝を
目指して 
「芝浦工業大学 Formula Racing」

全日本学生フォーミュラ大会

　

大
会
の
規
定
に
よ
り
毎
年
一
か
ら

設
計
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
1

年
間
を
か
け
て
設
計
か
ら
製
作
の
溶

接
・
部
品
の
組
み
付
け
ま
で
す
べ
て

自
分
た
ち
の
手
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
度
の
部
員
は
43
人
。

車
体
の
骨
組
み
な
ど
を
制
作
す
る

シ
ャ
シ
ー
班
、
エ
ン
ジ
ン
で
出
力
し

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
車
輪
に
伝
え
る

パ
ー
ツ
に
関
わ
る
パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン

班
、
空
気
の
流
れ
を
利
用
し
て
マ
シ

ン
の
運
動
性
能
を
向
上
さ
せ
る
パ
ー

ツ
を
開
発
す
る
エ
ア
ロ
班
の
大
き
く

３
つ
に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
大
会
で
は
、
チ
ー
ム
過

去
最
高
位
の
総
合
2
位
を
獲
得
し

ま
し
た
。「
ザ
・
ゴ
ブ
リ
ン
」（
＝
小

さ
く
て
凶
暴
な
イ
メ
ー
ジ
の
空
想

上
の
生
物
）
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

た
2
0
1
7
年
度
の
車
体
を
さ
ら

に
進
化
さ
せ
た
「
S
0
1
5
」
で

2
0
1
8
年
度
の
優
勝
を
誓
い
ま

す
。
2
0
1
8
年
度
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
「
G
」。
徹
底
的
に
軽
量
化
を
追

求
し
、
カ
ー
ボ
ン
素
材
な
ど
の
活
用

に
よ
っ
て
ウ
イ
ン
グ
の
重
さ
は
昨
年

の
7
k
g
か
ら
5
k
g
ほ
ど
に
ま

で
な
り
ま
し
た
。

　

2
0
1
7
年
9
月
か
ら
設
計
を

始
め
た
「
S
0
1
5
」
は
、製
作
期
、

テ
ス
ト
走
行
な
ど
を
乗
り
越
え
5

月
15
日
に
初
め
て
試
走
し
て
か
ら
、

本
番
ま
で
9
回
も
の
試
走
会
を
行

い
調
整
を
重
ね
ま
し
た
。
初
め
て

の
テ
ス
ト
走
行
は
全
員
が
緊
張
す

る
瞬
間
。
念
入
り
な
試
走
・
調
整

が
で
き
た
お
か
げ
で
ド
ラ
イ
バ
ー

の
練
習
に
集
中
で
き
、
本
番
も
落

ち
着
い
て
臨
め
た
と
代
表
の
諏
訪 

一
樹
さ
ん
（
機
械
機
能
工
学
科
3

年
）
は
話
し
ま
す
。

　

本
番
初
日
。
9
月
4
日
の
車

検
に
て
、
フ
レ
ー
ム
に
溶
接
し
て

あ
る
部
品
が
サ
イ
ズ
を
満
た
し
て

い
な
い
と
の
指
摘
を
受
け
、
ツ
テ

を
便
り
に
急
ぎ
静
岡
大
学
の
ガ

レ
ー
ジ
を
借
用
し
夜
を
徹
し
て
修

正
を
行
い
ま
し
た
。
翌
日
朝
に
は

無
事
に
車
検
を
通
過
し
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
コ
ス
ト
審
査
な

ど
「
静
的
種
目
」
に
進
み
ま
し
た
。

　

直
線
75
ｍ
の
加
速
タ
イ
ム
を

競
う
「
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
シ
ョ
ン
」、

8
の
字
コ
ー
ス
の
周
回
タ
イ
ム

を
競
う
「
ス
キ
ッ
ド
パ
ッ
ト
」
な

ど
の
「
動
的
審
査
」
も
進
み
、

最
終
種
目
「
エ
ン
デ
ュ
ラ
ン
ス
」

は
悔
し
く
も
豪
雨
の
中
最
悪
の

路
面
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
迎
え

ま
し
た
。
途
中
で
ド
ラ
イ
バ
ー

を
交
代
し
、
直
線
・
タ
ー
ン
な

ど
を
複
合
し
た
1,
0
0
0
ｍ
の

コ
ー
ス
を
20
周
走
る
メ
イ
ン
種

目
で
す
。
途
中
エ
ン
ジ
ン
ス
ト
ッ

プ
な
ど
で
リ
タ
イ
ア
す
る
車
体

も
あ
る
中
、「
S
0
1
5
」
は
無

事
に
完
走
。
拍
手
で
迎
え
ら
れ
、

涙
を
流
す
部
員
の
姿
も
目
立
ち

ま
し
た
。

　

 

部
活
の
仲
間
は
友
達
と
い
う

よ
り
〝
仕
事
の
仲
間
〟
と
い
う

方
が
し
っ
く
り
く
る
と
諏
訪
さ

ん
。「
来
年
こ
そ
優
勝
を
」
と
い

う
思
い
で
2
0
1
9
年
度
に
向

け
て
走
り
始
め
て
い
ま
す
。

緊
張
の
瞬
間
！

2
0
1
8
年
度「
S
0
1
5
」試
走

１
年
間
を
か
け
設
計・製
作

車
検
が
通
ら
ず
、

徹
夜
で
車
両
修
正

豪
雨
の
中
で
掴
ん
だ

総
合
７
位

［ 動的種目 ］ アクセラレーション ............................6 位 
 スキッドパット ................................... 13 位 
 オートクロス .........................................4 位 
 エンデュランス .................................. 14 位 
 効率 .......................................................45 位

［ 静的種目 ］ コスト ................................................... 12 位 
 デザイン .............................................. 24 位 
 プレゼンテーション ...........................2 位

総合 7 位  （ICV（ガソリンエンジン車） 6 位）

秘密兵器

コストレポート
1500 ページにわたる



学生プロジェクト 学生が自主的に企画・立案し、自らの力で活動を行う
「学生プロジェクト」では、ものづくり発信や地域連携による
社会貢献などの実りある活動が実施されました。

ほかにも芝浦工業大学らしいユニークな団体の活動を紹介！

模
擬
人
工
衛
星
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学
生
サ
ー
ク
ル
「
芝
浦
工
大 

eSports 

サ
ー
ク
ル
」
が
、PC 

オ
ン

ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
「
リ
ー
グ
・
オ
ブ
・
レ

ジ
ェ
ン
ド
（LoL

）」
の
全
日
本
大
学
選

手
権"League of Legends Japan 

C
o

lleg
iate C

h
am

p
io

n
sh

ip 
2018"

に
て
、
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。
全
国
45
大
学
が
参
加
し
、
世
界

大
会
進
出
を
懸
け
た
7
月
15
日
に
開

催
さ
れ
た
決
勝
に
て
、
東
京
工
科
大

学e-Sports

サ
ー
ク
ルA

2Z

に
惜

し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。

　

文
化
会
「
芝
浦
宇
宙
航
空
研
究
開
発
部SH

AR
XS

」

が
、
9
月
10
日
～
13
日
に
ア
メ
リ
カ
・
ネ
バ
ダ
州
で

行
わ
れ
たCanSat
打
ち
上
げ
実
証
実
験
の
世
界
大
会

ARLISS2018

で
、
総
合
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

CanSat

は
飲
料
水
の
缶
サ
イ
ズ
の
小
型
の
模
擬
人
工

衛
星
の
こ
と
。
26
チ
ー
ム(

日
本
15
チ
ー
ム
、
ア
メ
リ

カ
4
チ
ー
ム
、
メ
キ
シ
コ
4
チ
ー
ム
、
コ
ス
タ
リ

カ
1
チ
ー
ム
、
ペ
ル
ー
1
チ
ー
ム
、
韓
国
1
チ
ー

ム)

の
中
か
ら
、
ゴ
ー
ル
ま
で
の
距
離
・
制
御
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
・
独
創
性
な
ど
を
総
合
的
に
評
価
さ
れ
ま
し

た
。
通
常CanSat

は
ロ
ー
バ
ー
型
と
呼
ば
れ
る
大
き

な
タ
イ
ヤ
2
つ
で
走
行
す
る
タ
イ
プ
が
ほ
と
ん
ど
で
す

が
、今
回
タ
イ
ヤ
が
6
つ
で
火
星
の
探
査
機「Curiosity

」

に
も
組
み
込
ま
れ
て
い
る
「
ロ
ッ
カ
ー
ボ
ギ
ー
機
構
」

を
設
計
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
障
害
物
に
耐
え
て
走
行

す
る
こ
と
に
長
け
て
お
り
、
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

　学生プロジェクト「Shibalab」が、9 月 18 日～ 19
日、インタラクティブアートに興味を持ったすべての
学生を対象に “ ハッカソン ” を主催しました。ハッカ
ソンとはハック(hack )とマラソン (marathon ) を
合わせた言葉であり、1 年生を中心とした 15 人が参
加。3 人ずつのグループに分かれてアイディアを形に

しました。
　テーマは「和 × インタ
ラクティブアート」。赤
外線レーザーポインタ
の位置を赤外線カメラ
で取得し、波紋を映し
てその場に金魚の映像

が寄ってくる作品や、時間の経過により背景の映像が
動く鳥居などの作品を、上級生のアドバイスを受けな
がら 2 日間で完成させました。
　参加者は、「4 月にプログラムを始めたばかり。ま
だまだ理想通りにいかないことも多かったが、手を
動かせて楽しかった」「授業で回路やマイコンに接す
る前の導入にもなるかも」と話しました。

　学生プロジェ
クト団体「東大
宮キャンパスタ
ウン化プロジェ
ク ト 」 が、10
月 17 日、埼玉
県 防 犯・ 交 通

安全課と防犯ボランティア「わがまち防犯隊」結
成式を行いました。
　これは、埼玉県が行っている防犯ボランティア（大
学生による自主防犯活動）の呼びかけに同団体お
よび環境システム学科増田研究室が応じたことに
よるもので、17 日には東大宮駅まで防犯灯を持ち
ながら声かけを行う第 1 回の防犯パトロールも行
いました。参加した学生は、「歩くだけかと思った
けど、実際声がけをすると犯罪抑止になる効果を
実感しました。より良いコミュニティづくりには防
犯が必須だと思
うので今後もこ
の活動を続けて
いきたい」と話
しました。

　学生プロジェク
ト団体「来間島 地
域活性化プロジェ
クト」 が、9 月 12
日、沖縄県来間島
の小学校で、景観
づくりとして児童と

テッポウユリの球根を植え、来間島産の小麦を原
料にした来間島古来の御神酒（方言名、ンツ）や
味噌づくりを体験するイベントを実施しました。島
に伝わる御神酒や味噌づくりは小学生にとって初
めての体験でした。
　来間島は多様で複雑な神事に代表される深い伝
統的文化を持ち、豊かな生態系に支えられている
小さな島で、現在高齢化が進んでいます。今回イ
ベントを開催し、島民による主体的な地域活性化
のきっかけづくりができたと感じると、代表の北浦 
由 樹 さん ( 建 設 工学
専攻 1 年 ) は話しまし
た。今後も島民と協同
し、島の活性化に取り
組んでいく予定です。

「
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知識０%、意欲１００%の初心者歓迎！
「Shibalab」が“ハッカソン”を実施

「来間島地域活性化プロジェクト」が
沖縄県来間島で地域イベントを実施

「東大宮キャンパスタウン化プロジェクト」が
埼玉県自主防犯活動に参画

「2014 年に 3 人で結成し、現在は 50 ～ 60 人ほどで活動しています。大学
で初めてコンピュータゲームに触れる人も、プロチームに所属している人もいま
す。中には esport サークルがあるから芝浦工業大学に入学した人も。LoL は、
約 150 あるキャラクターの特性を活かして 5 対 5 で戦いますが、将棋のよう
な戦略性や格闘するための反射神経、密なコミュニケーションなどが求められ
る「チームスポーツ」だと感じています。サークルの特長は学科・学年を超え
て仲が良いこと。決勝戦もリラックスして楽しみながら臨めました。ゲーム好き
が集まれるこのコミュニティが今後も続けば良いなと思います」

代表　能勢 翼さん（電気電子情報工学専攻 1年／写真左）

「今までの経験を全て活かして最高のものを作ろう
という思いで参加しました。私たちの目指していた
CanSat は、「自律走行」「サンプルの回収」を両
立する高難易度のミッションを想定していたため幾
度となくボディの再設計と試作を強いられました。
機体に高い性能を要求したため技術のレベルが高
くなり、応用的な開発に下級生がついてこられな
いことも。困難もたくさんありましたが、メンバーと
がむしゃらに挑んで優勝を掴んだこの大会はとても
いい思い出になりました。またこの経験を活かして
頑張りたいです！」

小室雄太郎さん 
（電子情報システム学科 4 年／写真中央）

electronic sports の略。プレイヤー同士でのコンピュータゲーム対
戦を、競技スポーツとしてとらえる際の名称。欧米では高額賞金が
かけられた世界大会もさかんに行われ、国際オリンピック委員会が
esportsをスポーツとして認めるなど、今注目を集めている。

esportsとは



　現在、芝浦工業大学
では「世界で活躍できるグロー

バルエンジニアの育成」を目標に、
2023 年にはすべての学生が在学中に少

なくとも１回は海外で学べるよう、学習環境
の整備を進めています。今回は、夏休みを
利用して 21ヶ国 37 大学に 800 人以上が

参加した海外協定校で行う語学研修や、
現地学生と専門分野における課題解

決に取り組むグローバル PBL
についてレポートします。
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葉でつくる冠づくりの様子

グループワーク中、先生方が定期的に巡回し、ア
ドバイスを行っている様子

各テーブルには日本人学生、ベトナム人学生が
混ざって座り、活発な会話とともに現地の食事を
楽しみました

　語学授業のほかにアイランドツアーなどグ
アムの歴史や文化を知るプログラムが充実し
ていました。ココナッツを割ってキャンディを
作ったり、観光地で豊かな自然に触れたのが
印象的です。授業では発音の細かい指導を
受けることができ、リスニ
ング力も向上しました。今
年は 16 年ぶりに台風が直
撃して心細かったですが、
仲間やグアム大の方々の
支援を受け、乗り切るこ
とができました。

　バディの存在がとても頼りになり
ました。親身になって話を聞いてくれ
るからこそ必死に知っている限りの
英語でも積極的に話すことができま
した。授業では不安もありましたが、
バディに原稿を添削してもらいやり
遂げることができました。バディが
来年日本に遊びに来るときは更に英
語を上達させて日
本を案内すると
約束したので、こ
れからも一生懸
命勉強します。

長谷川八重さん（機械工学科 1年）

　平日は午前にラボ見学、午後は英語の授業を受講しました。
授業の目的はとにかく英語を話すこと。「間違いを恐れず、と
にかく話せ」と先生には言われていたので
積極的に話して相手に伝わると自信にも
なりました。街に出歩いた土日には、文
化や考え方の違いに触れることができ、
自分の視野が広がったと思います。成長
を実感したので、来年もまた語学研修に
参加したいです。

新澤 響平さん （応用化学科１年）

キングモンクット工科大学トンブリ校
King Mongkut's University of Technology Thonburi：KMUTT

8 月 3 日～ 8 月 13 日（11日間）建築学科 12 人参加

gPBL のテーマは「バンコク郊外の近代市場の再生」。Bon 
Marche という1999 年にオープンした市場を再生・再興す
るための建築的デザインを提案するプログラムです。ガイダ
ンスや制作実習、市場視察などが組み込まれ、学問的な学
びのみならず異文化理解も深められた内容となりました。

グローバル PBL

マレーシア工科大学
Universiti Teknologi Malaysia：UTM

8 月 29 日～ 9 月 12 日（15 日間）61 人参加

“Oral Communication for Future Professionals” をテーマに、現地
学生のバディのサポートを受けながらキャンパス内でのインタビューや
プレゼンに挑戦しました。工学英語研修の中でも長年続いているものと
なっており、今年は山口大学からも 7人参加し交流を深めました。

工学英語・工学実習

インド工科大学マドラス校
Indian Institute of Technology Madras：IITM

8 月 19 日～ 9 月 2 日（15 日間）21 人参加

初めて海外留学をする学生を中心に、午前はラボ見学、
午後は英語授業というスケジュールのプログラム。活気
あふれるインドならではの文化を体験しながら、現地企
業訪問や工場見学なども行われました。

工学英語・工学実習

ラクイラ大学
University of L'Aquila：UNIVAQ

9 月 16 日～ 9 月 30 日（15 日間）

機械制御システム学科 12 人参加

「製造工程におけるAssistive Device あるいは Assistive 
System」がテーマ。ユニバーサルデザインを考慮した
機器のニーズ調査、工場の見学、担当講師による講義
の後、ラクイラ大学と芝浦工業大学とのインコンセプト
の検討、CAD によるモデリングとシミュレーション、お
よび定量的評価を行いました。最終日には報告書にま
とめ、プレゼンテーション発表を行いました。

グローバル PBL

近藤花純さん（材料工学科 3年 写真右）

4 人 1 組のグルー
プになり製造業で役
立つユニバーサルデザ
インを考える

ベトナム国家大学ホーチミン市校工科大学
Ho Chi Minh City University of Technology：HCMUT

9 月 8 日～ 9 月 19 日（12 日間）情報工学科 10 人参加

IoT をテーマとしたプログラム。Arduino や Raspberry Pi などのマイクロコンピュー
ターと各種センサを繋ぎ、問題解決を行っていく内容となりました。学生は自らテー
マを考えアーキテクチャを設計し、問題解決に向けたシステムを実装。プレゼンでは
自宅に不審者がいないかチェックするセキュリティシステムや、植物に適切な量の水
を適宜与える自動制御システムなどが発表されました。

グローバル PBL

グアム大学
University of Guam：UOG

9 月 3 日～ 9 月 15 日（13 日間）53 人参加

参加者の多くは 1、2 年生。英語の習
熟度別に分かれ、初級者向けの研修と
してバランスの取れたカリキュラムとな
りました。アクティビティでは、葉を使っ
たアクセサリー作りやビーチアクティビ
ティなど、グアムの自然も体感できる内
容となりました。

語学研修

レポート

夏の海外留学
プログラム

800人が参加！

事例調査の一環としてバンコク
市内の Chatuchak Market および
AorTorKor 市場視察も行いました

時にはボディランゲージも
混ぜながら議論を繰り返し、
意思疎通をはかりました

｜ 特集 ❸ ｜

現地担当教員から指導を受ける学生

機械工学ラボを見学

五十嵐久也理事長も
視察に訪れました
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豊洲キャンパス

2016
7,100

2017
7,700

2018
7,800

大宮キャンパス 合計

2016
4,200

2017
4,500

2018
4,800

2016
11,300

2017
12,200

2018
12,600

過去 3 年の来場者数推移 オープンキャンパス
2018

SH
IBAURA INSTITUTE OF TECHNOLOGY

受験生に芝浦工業大学の魅力を伝えるオープンキャンパスが、
大宮キャンパスでは 8 月 5 日、

豊洲キャンパスでは 8 月18 日・19 日に行われました。
3 日間合計で 12,600 人を迎え、過去最高の来場者数となりました。

3 日間のアンケート結果では、満足度 96％となり
各学科展示ブースや教職学が一体となり

実施した成果が見られました。

OPEN CAMPUS

豊洲キャンパス

8/18・19

大宮キャンパス

8/5

特集 ❹

大学をあげたイベント

総特集

特集 ❹

大学をあげたイベント

総特集

11月 2 日～ 4 日には第 46 回芝浦祭が開催されました。
今年のテーマは「コラボ」。

天候にも恵まれ、3 日間で約 15,000 人の来場者数となりました。
たくさんのＯＢ・ＯＧや近隣住民も来場し、

ロボット競技体験や、鉄道研究会によるジオラマ展示など
理工系大学らしい企画に多くの子供たちが集まりました。

野外ステージでは、アカペラやソーラン節、
クイズ大会など毎日さまざまな企画が行われ、

賑わいを見せていました。

芝浦祭の最後を締めくくる伝統の「芝屋」ライブ

後援会による全国物産展

野外ステージでは、ソーラン節や生演奏ライブステージなど、毎日さ
まざまな企画が行われました

 
萩原 周さん（建築工学科 3 年）

今年のテーマを「× shibasai」と掲
げており、さまざまな人たちとの関わ
りで成り立っていることを再認識しま
した。更に、芝浦祭を通してできた
新たな関わりをもっと広げていきたい
と思います。来年の芝浦祭のますま
すの発展のため、多くの皆様のご協
力をよろしくお願いします。

実行委員長

最終日に開催されたミス・ミスター芝
浦コンテストでは、岸田いぶきさん（材
料工学科 1 年）がミス芝浦に、齊藤
裕也さん（材料工学科 1年）がミスター
芝浦に選ばれました。

中庭では、留学生
が母国の料理を屋
台で出すなど 30 店
以上が並びました
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アーチェリー部にて、インカレ個人優勝、団体優勝
43 年日本代表として世界選手権出場

松島 伸一さん
（ 昭和 43 年 金属工学科卒業）

優 勝

2018
ホームカミング・デー
11月 3 日、豊洲キャンパスにて卒業生の1日里帰りイベント

「2018 年ホームカミング・デー」が行われました。
昨年に引き続き芝浦祭と同時開催。1

60 人が参加し、久々に会う同級生と旧交を温めながら
芝浦の「今」を体感しました。

卒業生が学生時代の思い出の品を披露する企画
「SHIBA-1グランプリ」も開催されました。

SHIBA-1 GRAND PRIX
SHIBA-1 グランプリ第 1 回

SIT 学生・教職員
駅伝大会を開催！

11月1日、第 1回 SIT 学生・教職員駅伝大会を実施しました。
これは、創立 100 周年記念事業として学業との両立を図りながら
箱根駅伝出場を目指す取り組み「駅伝プロジェクト」の一環として、

全学的に気運を高めるために今年初めて開催したイベントです。
学生、教員、職員に向けて自由参加を募り、

当日は男子学生 16 チーム、男性教職員チーム 6 チーム、
女子学生チーム 4 チーム、 女性教職員 2 チームに加えて

陸上競技部 2 チームの、合計 30 チーム150 人が
豊洲キャンパス裏の運河沿い

キャナルウォークを走りました。

参加した女子学生は、「とても
楽しかったです！ 同じ学科のメ
ンバーで出場したので絆が深ま
りました。来年も是非開催して
欲しいです」と話しました。

女子の部も大白熱！ 学科や部活
などさまざまなつながりで出場した
女子学生たちも快晴の運河沿いを
疾走しました

チームはたち（29分 05秒 55）

大宮バックスターズ（20分 54秒 16）

参考：陸上競技部 A（19分 58秒 00）  陸上競技部 B（20分 01秒 11）

2位　バスケ部（22分 45秒 67） 3位　チームシュガー（23分 08秒 88）

脚力自慢の学生たちが走るレースは迫力満
点。普段の運動の成果を競いました

オープン参加として陸上
競技部も出場。参考記
録ながらダントツで1位で
ゴール。さすがのスピー
ドを見せつけました

学生に混じって、学長室や工学部長室、各キャンパスの
職員がチームを組んで力走しました

出場するはずだった村上学
長が負傷のため、影武者
が代わりに出場！？

マレーシア、ブラジル、エチオピアなど世界各
国から来た留学生もチームを組んで出場し、日
本人学生や教職員との交流も深めました

特集 ❹

大学をあげたイベント

総特集

特集 ❹

大学をあげたイベント

総特集

1チーム 5 人が約 1,500m ずつ走り、タスキをつ
なぎました。コース上には、学生・教職員が手作
りの横断幕やフラッグを持ちながら応援する姿が
見られるなど、一体となって盛り上がりました。

一般の部

1 位

女子の部

1 位

学報や広報誌など大学の発
行物、職員の懇親写真など

佐藤 みちよさん
（事務職員・ 昭和５０年入職）

「 昭和 40 年　芝浦工
業大学懇親会」の写真

猪田 政彦さん
（事務職員・平成 20 年入職）

昭和 51 年度
入学志願要綱・
パンフレット・ 
クラブ案内

釜井 重一さん
（昭和 55 年建築学科卒業）

空手道部時代のヨーロッ
パ遠征最優秀選手賞お
よび当時の写真

角野 和明さん
（昭和 46 年建築学科卒業）

部室に代々残されてい
る昭和 45 年の空手道
部卒業アルバム

加藤 善次郎さん
（昭和 55 年 機械工学科卒業）

校歌の歴史

椎名 博俊さん
（ 昭和 54 年 工業化学科卒業）



全身を循環し、体内の老廃物の運搬や免疫機能の役割を担
うリンパ管は、悪性腫瘍などで切除されると、リンパ液が四
肢で停滞し15 ～ 40％の割合でリンパ浮腫というむくみを発
症してしまいます。苦しむ患者さんのために、今まで誰も着
目していない研究に挑戦する相磯特任教授の研究を紹介し
ます。
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研 究 内 容

世界初となる、リンパ管の
三次元画像の取得に成功
リンパ浮腫の治療と
病態解明に大きな光

　７５０nm の波長と８００nm の波長のレーザーを交互に照射する。８００
nm の場合は酸素と結びついた酸化ヘモグロビンと還元ヘモグロビンの吸収
程度が同じくらいのため動静脈両方のヘモグロビンの分布がとれる。７５０
nm の場合は還元ヘモグロビンの方が吸収率が高いため、還元ヘモグロビン
の分布がとれる。画像データ上で比較して差分を取り、動脈と静脈の分布を
把握する。同様に、リンパ管を流れるインドシアニングリーン (ICG) につい
ても波長を変化させ分布を測る。

前腕のリンパ管と血管を
光超音波 3D イメージン
グで撮影

光超音波 3D イメージン
グ装置 中央の撮影部（点
線）に対象となる体の部
位を置いて撮影

SIT 総合研究所

慶應義塾大学大学院医学研究科博士課程を修了し、東京都立広
尾病院内科医員として臨床経験を積んだ後に同大学助手（医学部内
科学）、専任講師（医学部解剖学）、教授（医学部解剖学）に。研究
では人体構造学、細胞生物学、臨床では内科学（消化器病学）を
専門分野とする。慶應義塾普通部の校長時代には少人数 (20 人 )
クラス制を実現。芝浦工業大学には 2018 年 4 月に入職。

相磯 貞和 特任教授 （医学博士）
Sadakazu Aiso, M.D.

趣味は音楽鑑賞（クラシック）。特に幼い頃から聞いていたラフマニ
ノフ、ブラームスを愛聴する。「人がやらないことをやる」「患者さん
の役に立つ」が研究モットー。

と
を
突
き
止
め
た
の
で
す
。
当
時
は
D
型
ア
ミ
ノ
酸
が

人
の
身
体
で
機
能
す
る
は
ず
が
無
い
と
考
え
ら
れ
て
い

た
の
で
、
理
解
を
得
る
の
に
は
苦
労
し
ま
し
た
ね
。
引

き
続
き
D
型
ア
ミ
ノ
酸
の
役
割
解
明
の
研
究
は
今
で
も

慶
應
病
院
で
続
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
消
化
器
内
科
の
医
師
と
し
て
、
物
の
形
を
見
る

こ
と
に
も
と
て
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。「
光
超
音
波
３
D

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
」
と
い
う
新
し
い
技
術
で
は
、
2
0
1
8

年
に
世
界
で
初
め
て
四
肢
の
リ
ン
パ
管
を
３
D
画
像
と

動
画
で
検
出
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

悪
性
腫
瘍
の
手
術
な
ど
で
、
全
身
に
走
行
す
る
リ
ン

パ
の
流
れ
が
遮
断
さ
れ
る
と
、
リ
ン
パ
液
の
停
滞
に
よ

り
四
肢
に
む
く
み
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
患
者
数

は
世
界
で
1
億
人
と
さ
れ
て
お
り
、
一
度
発
症
す
る
と

改
善
が
難
し
く
、
弾
性
包
帯
を
手
足
に
ぐ
る
ぐ
る
巻
い

て
抑
え
る
な
ど
、
せ
っ
か
く
元
の
治
療
が
終
わ
っ
て
も

Q
O
L
が
大
き
く
損
な
わ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
日
本
で
行
わ
れ
始
め
た
の
が
、
ス
ー
パ
ー
マ

イ
ク
ロ
手
術
で
す
。
流
れ
が
悪
く
な
っ
て
い
る
リ
ン
パ

管
を
、
そ
ば
で
流
れ
て
い
る
静
脈
に
接
合
す
る
と
い
う

手
術
顕
微
鏡
を
使
用
す
る
外
科
手
術
（
マ
イ
ク
ロ
サ
ー

ジ
ャ
リ
ー
）
で
す
。
た
だ
、
直
径
0
・
3
～
1
m
m
程

度
の
レ
ベ
ル
の
リ
ン
パ
管
を
扱
う
手
術
な
の
で
医
師
は

限
ら
れ
、
何
よ
り
近
い
場
所
に
あ
る
リ
ン
パ
管
と
静
脈

を
把
握
す
る
の
が
、
従
来
の
方
法
（
手
足
に
注
射
し
た

放
射
性
元
素
が
流
れ
る
様
子
を
観
察
す
る
シ
ン
チ
グ
ラ

フ
ィ
ー
や
、
蛍
光
色
素
を
観
察
す
る
蛍
光
リ
ン
パ
造
影
）

で
は
困
難
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
光
超
音
波
３
D
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
」
技
術
は
内
閣
府

I
m
P
A
C
T
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
開
発
さ
れ
て
き
た
も
の

で
、
1
秒
間
に
10
発
程
度
の
近
赤
外
線
光
の
レ
ー
ザ
ー

　

も
と
も
と
慶
應
病
院
で
、
消
化
器
内
科
の
医
師
と
し

て
、肉
眼
レ
ベ
ル
の
形
態
学
と
、潰
瘍
性
大
腸
炎
、ク
ロ
ー

ン
病
な
ど
の
病
気
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
研
究
と
診
療
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

人
体
構
造
と
細
胞
生
物
学
も
長
年
研
究
し
て
お
り
、

2
0
1
2
年
に
は
、
運
動
神
経
が
徐
々
に
侵
さ
れ
進
行

す
る
と
自
分
の
意
志
で
身
体
を
動
か
す
こ
と
が
難
し
く

な
る
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
（
A
L
S
）
に
、
D
‐
セ

リ
ン
と
い
う
ア
ミ
ノ
酸
の
１
種
の
過
剰
と
分
解
酵
素
の

異
常
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
世
界
で
初
め
て
発
見
し
、

発
表
し
ま
し
た
。
自
然
界
に
存
在
す
る
D
型
ア
ミ
ノ

酸
と
L
型
ア
ミ
ノ
酸
の
う
ち
、
人
の
身
体
で
は
L
型

の
み
が
合
成
さ
れ
る
と
長
年
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

実
際
に
A
L
S
の
患
者
さ
ん
で
は
D
型
ア
ミ
ノ
酸
分

解
酵
素
の
異
常
が
脊
髄
の
病
変
部
位
に
認
め
ら
れ
る
こ

皮
下
の
細
い
リ
ン
パ
管
が
拡
張
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

も
、
世
界
で
初
め
て
見
つ
け
ま
し
た
。
デ
ー
タ
を
と
っ
て

い
る
最
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
収
縮
回
数
や
リ
ン
パ
の
流

れ
の
速
さ
な
ど
か
ら
リ
ン
パ
管
が
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て

い
る
か
の
機
能
評
価
に
も
使
え
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
な
ど
動
脈
硬
化
の
研
究

に
比
べ
、
実
は
皮
下
の
静
脈
の
変
化
は
今
ま
で
誰
も
研
究

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
技
術
に
よ
っ
て
細
い
動
脈

や
静
脈
が
観
察
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
静
脈
瘤
や

血
栓
症
な
ど
静
脈
系
の
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
も
こ
れ
か
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

実
用
化
に
向
け
て
の
課
題
と
し
て
は
、
現
在
の
「
光
超

音
波
３
D
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
」
を
行
う
装
置
が
か
な
り
大

き
い
の
で
、
例
え
ば
ハ
ン
ド
ヘ
ル
ド
型
装
置
に
し
て
汎
用

性
を
高
め
る
な
ど
、
臨
床
の
現
場
と
つ
な
ぎ
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
面
で
も
、

レ
ー
ザ
ー
出
力
の
安
定
性
や
、
超
音
波
の
計
算
、
３
D

の
画
像
処
理
な
ど
、
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
条
件
設
定
を
変
更

し
な
が
ら
診
断
や
治
療
へ
の
応
用
に
貢
献
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

実
は
、
従
来
の
造
影
剤
は
身
体
へ
の
負
担
が
大
き
い
ん

で
す
。
注
入
す
る
際
、
患
者
さ
ん
が
つ
ら
そ
う
な
姿
を
見

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
腎
障
害
な
ど
の
あ
る
方
は
造
影
剤

が
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
多
く
の
患
者
さ
ん
の
た
め
に
光
超

音
波
３
D
に
よ
る
血
管
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
の
技
術
は
非
常

に
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
研
究
と
臨
床
を
続
け
、
3
～

4
年
以
内
に
は
正
式
に
認
可
を
と
り
た
い
で
す
ね
。

　

医
療
と
工
学
と
は
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
工
学

の
進
歩
が
な
い
と
医
療
は
進
歩
し
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
芝
浦
工
業
大
学
で
も
、
多
く
の
方
々
が
医
学

医
療
系
に
興
味
を
持
っ
て
関
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
と
と
て

も
う
れ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

医
療
と
工
学
系
の
進
歩
の
関
わ
り

患
者
さ
ん
の
た
め
に　
　
　

「
光
超
音
波
３
D
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
」

人
が
や
ら
な
い
こ
と
を
や
る　
　
　

常
識
を
疑
う
研
究
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た
が
、
今
度
手
描
き
で
持
っ
て
き
た
ら
お
前

の
鉛
筆
を
全
部
捨
て
る
ぞ
」
と
ま
で
。
自
ら

望
ん
で
飛
び
込
ん
だ
環
境
で
は
あ
っ
た
が
、

初
年
度
の
前
期
は
生
活
、
食
事
、
人
間
関
係
、

言
葉
、
文
化
な
ど
も
含
め
慣
れ
な
い
こ
と
ば

か
り
だ
っ
た
。

　
し
か
し
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
た
後
期
か
ら

は
、
た
め
た
力
を
一
気
に
爆
発
さ
せ
る
。
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
を
両
立
し
て
い
た
の
を
や

め
、
全
て
を
学
校
の
課
題
に
注
ぎ
込
む
よ
う

に
し
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
沿
っ
て
２
日
に

１
度
寝
る
と
い
う
生
活
を
し
、
合
間
に
は
新

し
い
技
術
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
習
得
に
も
努
め

た
。
そ
の
結
果
学
年
で
ト
ッ
プ
と
な
り
、
学

内
の
優
秀
作
品
に
も
選
ば
れ
て
日
本
の
雑
誌

に
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
教
授
か
ら
仕
事
の
オ

フ
ァ
ー
を
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
た
。「
あ
い
つ

は
他
と
違
う
」「
あ
い
つ
は
い
つ
寝
て
る
ん
だ
」

と
い
う
評
判
が
立
っ
た
。

　
こ
の
と
き
に
得
た
一
番
の
収
穫
は
「
実
力

で
勝
負
す
れ
ば
差
別
さ
れ
な
い
」
と
い
う
こ

と
だ
。「
日
本
人
、
ア
ジ
ア
人
へ
の
差
別
は

確
か
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
個
の
実
力
を
強

く
す
れ
ば
、
国
籍
な
ど
は
関
係
な
く
な
っ
て

く
る
。
個
性
が
違
っ
て
当
た
り
前
で
あ
り
、

合
わ
せ
る
こ
と
に
さ
ほ
ど
意
味
を
持
た
な
い

　
建
築
工
学
科
に
入
学
後
、
な
ん
と
な
く
過

ご
し
て
き
た
２
年
間
が
経
っ
た
こ
ろ
に
言
わ

れ
た
「
こ
の
ま
ま
だ
と
卒
業
で
き
な
い
単
位

数
で
す
ね
」
と
い
う
学
生
課
か
ら
の
宣
告
。

そ
こ
で
目
が
覚
め
、
残
り
２
年
で
卒
業
す
る

た
め
の
計
画
を
立
て
、
学
業
に
本
気
で
取
り

組
み
始
め
た
吉
川
さ
ん
。

　
ま
た
、
そ
の
同
時
期
に
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
旅

行
に
行
っ
た
際
に
、
建
築
が
学
べ
る
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
の
大
学
を
見
学
し
て
回
っ
た
。
も
と

も
と
将
来
は
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
と
仕
事
が

し
た
い
と
い
う
志
向
が
あ
っ
た
が
、「
こ
こ
な

ら
ば
や
り
た
い
こ
と
が
思
い
っ
き
り
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
」
と
、
こ
の
と
き
に
留
学
の

意
志
を
固
め
た
。
計
画
通
り
、
４
年
で
卒
業

し
た
吉
川
さ
ん
は
、
ま
ず
は
イ
ン
タ
ー
ン
で

と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
大
学
院
で
の
経
験
が

教
え
て
く
れ
ま
し
た
」。

　
大
学
院
を
経
て
、
２
０
１
０
年
の
夏
に
世

界
的
に
有
名
な
建
築
家
ザ
ハ
・
ハ
デ
ィ
ド
氏

の
設
計
事
務
所
に
採
用
さ
れ
、
カ

イ
ロ
の
オ
フ
ィ
ス
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
、
中
国
の
商
業
施
設
、
ド
バ

イ
の
ホ
テ
ル
、
東
京
、
ロ
シ
ア
の

オ
フ
ィ
ス
の
ほ
か
、
最
近
で
は
ロ

シ
ア
の
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響

楽
団
の
ホ
ー
ル
を
手
が
け
た
。
現

在
で
は
事
務
所
で
も
古
株
と
な
り
、

チ
ー
ム
を
ま
と
め
て
い
く
立
場
に

な
っ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
密
に
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
を
鼓
舞

し
、
と
き
に
挑
発
し
な
が
ら
そ
の

力
を
引
き
出
し
、
全
て
を
出
し
尽

く
す
べ
く
一
丸
と
な
っ
て
戦
っ
て

い
る
。
そ
の
結
果
今
年
は
コ
ン
ペ

で
3
戦
2
勝
の
成
績
を
残
し
た
と

い
う
。「
や
は
り
勝
つ
と
う
れ
し
い

で
す
し
、さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
持
っ

た
チ
ー
ム
を
動
か
す
側
に
な
る
と

彼
ら
が
覚
醒
し
て
い
く
瞬
間
を
見

守
る
の
は
日
本
で
は
味
わ
え
な
い

迫
力
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
私
自
身

も
事
務
所
の
ブ
ラ
ン
ド
を
ザ
ハ
本

人
に
受
け
た
最
後
の
世
代
と
さ
れ
て
い
て
、

い
ろ
ん
な
物
件
に
そ
の
イ
ズ
ム
を
吹
き
込
む

よ
う
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
が
吹
き
込
む

瞬
間
は
未
だ
に
動
揺
し
ま
す
。
自
分
で
設
計

し
た
の
だ
け
ど
自
分
で
は
な
い
よ
う
な
、
と

て
つ
も
な
い
空
間
を
生
ん
で
し
ま
っ
た
と
武

者
震
い
が
止
ま
ら
な
い
時
が
あ
り
ま
す
」
と

ザ
ハ
事
務
所
で
の
仕
事
の
醍
醐
味
を
語
る
。

　
芝
浦
工
業
大
学
で
計
画
を
立
て
て
本
気
で

学
業
に
取
り
組
ん
だ
後
半
の
２
年
間
。
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
で
学
年
ト
ッ
プ
に
な
る
計
画
を
練

り
一
心
不
乱
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
。
ロ
ン
ド

ン
の
事
務
所
で
コ
ン
ペ
の
募
集
要
項
を
読
ん

で
チ
ー
ム
を
勝
利
に
導
く
こ
と
。
こ
れ
ら
は

す
べ
て
同
じ
行
為
で
あ
り
、
学
習
す
る
喜
び

と
結
果
が
実
っ
た
と
き
の
快
感
は
芝
浦
工
業

大
学
か
ら
学
ん
だ
と
い
う
。「
海
外
に
行
く

こ
と
自
体
は
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
だ
ろ
う
が
海
外
だ
ろ
う
が
、
そ
の
時
々

で
何
か
を
掲
げ
、
そ
こ
に
全
力
で
ぶ
つ
か
っ

て
い
け
ば
自
ず
と
結
果
は
つ
い
て
き
ま
す
」

と
い
う
吉
川
さ
ん
は
現
在
、
個
人
で
も
住
宅
、

指
輪
や
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、
活

躍
の
場
を
広
げ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら

も
自
分
の
「
本
気
」
を
世
界
で
試
し
、
結
果

を
出
し
続
け
、
自
分
に
し
か
で
き
な
い
仕
事

を
世
界
中
で
行
っ
て
い
く
。

国
内
の
建
築
事
務
所
へ
。
そ
こ
で
は
各
国
か

ら
集
ま
っ
て
き
た
人
た
ち
が
お
り
、
彼
ら
と

話
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
国
に
よ
っ
て
受
け
て

き
た
建
築
教
育
が
ず
い
ぶ
ん
と
違
う
こ
と
に

気
づ
き
、
そ
う
い
う
人
た
ち
と
戦
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
や
は
り
海
外
に
出
て
実
力
を
磨

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
。

　

国
内
の
事
務
所
で
の
勤
務
を
経
て
、
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
のSouthern C

alifornia 
Institute of Architecture

の
大
学
院
に

入
学
。
そ
こ
で
待
っ
て
い
た
洗
礼
は
、
日
本

で
や
っ
て
き
た
手
描
き
の
設
計
や
模
型
は
一

切
排
除
さ
れ
た
、
パ
ソ
コ
ン
上
で
の
設
計
を

求
め
ら
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。
手
描
き
の
も
の

を
見
せ
れ
ば
「
手
描
き
で
き
る
の
は
分
か
っ

● 
世
界
に
出
る
た
め
の
準
備

● 

刺
激
的
な
環
境
の 

ザ
ハ
・
ハ
デ
ィ
ド
事
務
所

● 

芝
浦
で
学
ん
だ「
本
気
に 

な
っ
て
結
果
を
出
す
こ
と
」

● 

実
力
が
あ
れ
ば
差
別
さ
れ
な
い

ザハ・ハディドのイズムを継承し、世界で戦う建築家

吉
き っ

川
か わ

 勉
べ ん

さん

大学卒業後、活躍の場を世界に求め、アメリカの大学院に行きロンドンのザハ・ハディド設計事務所で 
勤務している吉川勉さん。大学に入学したときから海外に目を向けていた吉川さんは、その後ダイバーシ
ティな環境に身を置き仕事をする中で何に気づき、本気で取り組んできた結果何を得てきたのでしょうか。

創立以来 10 万人を超える芝浦工業大学の卒業生。
現在、日本はもとより世界各地で活躍しています。
エンジニアはもちろん、さまざまな方面で活躍する卒業生を紹介します。

２００６年建築工学科卒業
Zaha Hadid Architects   Lead Architect

（ロンドン）

1977 AA スクール卒 ディプロマ賞 受賞 
1979 ザハ・ハディド設計事務所設立 
2004 プリツカー賞 受賞 
2009 高松宮殿下記念世界文化賞 
2010 RIBA スターリング賞 
2011 RIBA スターリング賞 
2012 大英帝国勲章 デイムコマンダー 
2016 RIBA ゴールドメダル賞

Zaha Hadid 
ザハ・ハディド 

（1950-2016）

イラク・バクダッド出身　 
建築家

　とにかく必死で取り
組んでいたロスの大学
院時代、教授陣とのディ
スカッションの様子。他
の同級生とも競ってい
たこの時期、圧倒的な
実力をつけ、常に同じ
土俵で勝負することで、
国籍などを超えた個と
個の関係性が築けた。

　世界中からさまざまな
バックグラウンドを持つ
建築家が集まるザハ事務
所。国籍関係なく実力
が求められる世界で、何
年目というのも関係なく、
初日から特有のデザイン
が求められ、経験が付い
てくれば特有のデザイン
を現実的な形にする方向
に持っていく役割を担う。

大学院生時代グローバルな職場で

BEN Kikkawa

最近手がけた、ロシアの「Sverdlovsk Philharmonic Concert Hall」
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芝
浦
工
業
大
学

　

10
月
20
日
～
23
日
、
豊
洲
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
ア
ジ
ア

の
学
生
が
集
う
日
印
再
生
医
療
セ
ン
タ
ー
主
催
の
年

次
大
会
「N

C
RM

 N
IC

H
E2018

」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
の
再
生
医
療
の
発
展
を
促
す
と
と
も
に
、
日
本

の
再
生
医
療
技
術
に
つ
い
て
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
芝
浦
工

業
大
学
で
は
昨
年
に
続
き
２
度
目
の
開
催
。
今
年
は
イ

ン
ド
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
日
本
よ
り
８
０

人
の
学
生
・
研
究
者

が
集
ま
り
、
再
生
医

療
関
連
ク
イ
ズ
大

会
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
、
研
究
室
見

学
を
行
い
ま
し
た
。

芝
浦
工
業
大
学
は

受
け
入
れ
大
学
と

し
て
、会
場
の
提
供・

研
究
室
公
開
・
海

外
参
加
学
生
の
滞

在
手
配
な
ど
、
学

生
同
士
の
活
発
な

国
際
交
流
を
支
援

し
ま
し
た
。

　

10
月
26
日
、
中
京
大
学
（
愛
知
県
名
古
屋
市
／
学

長 

安
村
仁
志
）
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
、
豊
洲

キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
調
印
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
中
京
大
学
と
は
、
芝
浦
工
業
大
学
が
議

長
校
を
務
め
る
上
海
日
本
人
学
校
高
等
部
協
力
大
学

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
お
い
て
副
議
長
校
と
し
て
参
加

し
て
い
る
ほ
か
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ツ
イ
ニ
ン
グ
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
グ
ロ
ー
バ
ル
P
B
L
、
海
外
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
な
ど
に
お
い
て
連
携
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
教
育
・
研
究
に
お
け
る
包
括
的
な
連
携
・

協
力
に
よ
っ
て
、主
に
工
学
分
野
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
け
る
相
互
の
価
値

提
供
に
よ
り
、
両
大
学
の
教
育
・
研
究
の
推
進
を
図

り
ま
す
。

　

9
月
3
日
～
7
日
に
か
け
て
、
本
学
学
生
28
人
が

香
川
県
小
豆
島
に
赴
き
、
香
川
大
学
の
学
生
と
共
に

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
課
題
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
7
月
に
香
川
大
学
と
締
結
し
た
、
内
閣
府
「
う

ま
げ
な
か
が
わ
感
じ
て
み
ま
い
！
う
ど
ん
県
住
み
ま

す
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
活
動
の
第
一
弾
と
し
て
実

施
さ
れ
た
も
の
。
小
豆
島
町
お
よ
び
町
民
の
全
面
的

な
協
力
も
得
な
が

ら
、
学
生
た
ち
は
小

豆
島
の
自
然
や
産

業
な
ど
を
見
学
。
オ

リ
ー
ブ
や
醤
油
、
漁

業
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
産
業
の
実
際
を

体
験
し
た
り
、
地
元

の
方
の
話
を
聞
く

な
ど
し
な
が
ら
、
小

豆
島
の
魅
力
や
課

題
を
発
見
し
て
い
き

ま
し
た
。
そ
し
て
最

終
日
に
は
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
で
小
豆
島

の
振
興
企
画
の
提

案
を
行
い
ま
し
た
。

　

9
月
21
日
、
豊
洲
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
2
0
1
8
年
度

学
部
・
大
学
院
学
位
記
授
与
式
（
9
月
卒
業
・
修
了
生
）

お
よ
び
大
学
院
入
学
式
（
10
月
入
学
生
）
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。
学
位
記
授
与
式
で
は
博
士
課
程
11
人
、
修
士

課
程
7
人
、
専
門
職
学
位
課
程
2
人
、
学
士
課
程
20
人

の
学
位
記
授
与
に
加
え
、
学
長
賞
（
グ
ロ
ー
バ
ル
）、
副

専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
証
書
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
入
学
式
で
は
、
今
秋
か
ら
入
学
す
る

中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
マ
レ
ー

シ
ア
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
留
学
生
を
含
む
大

学
院
生
、
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
参
加
す

る
留
学
生
が
出
席
し
、盛
大
に
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
印
再
生
医
療
セ
ン
タ
ー
主
催 

「N
CRM

 N
ICHE2018

」を
開
催

～
ア
ジ
ア
の
学
生
が
芝
浦
工
大
に
集
い 

　
国
際
的
な
学
術
交
流
を
行
う
～

「
中
京
大
学
」と
連
携
協
定
を
締
結 

～
工
学
分
野
の
知
見
を
交
換
し
、教
育
研
究
を
推
進
～

香
川
大
学
と
の
学
生
対
流
事
業
実
施

～
小
豆
島
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、 

　
地
域
課
題
解
決
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
～

2
0
1
8
年
度
学
位
記
授
与
式
お
よ
び

入
学
式
を
挙
行 

～
未
来
を
担
う
学
生
の
新
た
な
門
出
を
祝
う
～　

10
月
26
日
、
豊
洲
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
「
高
大
接
続
改
革
推
進
事
業
に
よ

る
理
工
学
教
育
の
質
的
転
換
」
を
テ
ー
マ
に
A
P
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

大
学
教
育
再
生
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
A 

P
）
は
、
高
等
学
校
や
社
会
と

の
連
携
や
、
大
学
教
育
の
質
保
証
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
高
大
接
続
改
革
」
に
よ
る
「
大
学
教
育
の
質
保
証
」

が
テ
ー
マ
。
来
賓
講
演
と
し
て
、
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
大
学
振
興
課

大
学
改
革
推
進
室
改
革
支
援
第
二
係
長
の
河
本
達
毅
氏
、
一
般
社
団
法
人

G
local Academ

y

代
表
理
事
の
岡
本
尚
也
氏
が
登
壇
。
後
半
の
部
で
は
、

福
岡
工
業
大
学
学
務
部
長
の
松
尾
敬
二
氏
、
大
阪
工
業
大
学
教
育
セ
ン
タ
ー

長
の
椋
平
淳
氏
、
芝
浦
工
業
大
学
の
井
上
雅
裕
副
学
長
よ
り
各
大
学
に
お

け
る
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
27
日
、豊
洲
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、愛
知
工
業
大
学
、大
阪
工
業
大
学
、

東
北
工
業
大
学
、
広
島
工
業
大
学
、
福
岡
工
業
大
学
と
「
第
２
回 

工
大
サ

ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
学
長
か
ら
理
工
系
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
育
成
の
た
め
の
グ
ロ
ー
バ

ル
教
育
や
、
地
域
・
産
学
連
携
教
育
の
具
体
的
事
例
を
報
告
。
共
同
で
実

施
し
た
I
R(Institutional Research)

活
動
の
成
果
と
し
て
、
学
修
行

動
調
査
の
全
国
大
学
と
の
比
較
か
ら
見
る
学
生
像
を
紹
介
し
た
ほ
か
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
理
工
系
大
学
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
の
発
信

を
各
大
学
単
独
の
取
り
組
み
と
し
て
で
は
な
く
、
連
携
し
て
行
う
必
要
性

に
つ
い
て
も
活
発
に
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
各
大
学
の
ロ
ボ
ッ
ト
展
示

や
、
学
生
に
よ
る
二
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会RO

BO
-O

N
E

も
行
わ

れ
、
学
生
同
士
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

「
高
大
接
続
改
革
推
進
事
業
に
よ
る
理
工
学
教
育
の
質
的
転
換
」を
開
催 

～
大
学
教
育
の
質
保
証
に
つ
い
て
活
発
な
取
り
組
み
を
発
表
～

全
国
６
理
工
系
大
学
の
学
長
が
集
い「
第
２
回 

工
大
サ
ミ
ッ
ト
」を
開
催

～
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
理
工
系
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
～
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● 400m 個人メドレー銅メダル 
 （東京都高校新記録）

● 200m 個人メドレー銅メダル

● 4×100mフリーリレー銅メダル 
 （第二泳者。日本高校新記録を 
 100 分の 2 秒更新）

● 4×200mフリーリレー銀メダル 
 （第二泳者）

本大会での大武さんの成績

　

8
月
23
日
～
26
日
に
フ
ィ
ジ
ー
共
和
国

で
開
催
さ
れ
た
国
際
大
会
第
8
回
ジ
ュ
ニ

ア
パ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
大
会
に
お
い
て
、

大
武
誠
之
さ
ん
（
高
校
3
年
生
）
が
数
々

の
実
績
を
残
し
ま
し
た
。
本
大
会
で
は
合

計
4
種
目
に
出
場
。
個
人
メ
ド
レ
ー
で
は

東
京
都
高
校
新
記
録
を
樹
立
し
、
リ
レ
ー

で
も
日
本
高
校
新
記
録
を
1
0
0
分
の
2

秒
更
新
し
ま
し
た
。
大
武
さ
ん
は
、
競
泳

日
本
代
表
チ
ー
ム
「
ト
ビ
ウ
オ
ジ
ャ
パ
ン
」

の
男
子
キ
ャ
プ

テ
ン
と
し
て
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
旗
手
も
務

め
、
チ
ー
ム

の
ム
ー
ド
メ
ー

カ
ー
と
し
て
も

活
躍
し
ま
し

た
。
海
外
の

選
手
も
参
加
す
る
今
大
会
で
、「
強
豪
ア
メ

リ
カ
に
食
ら
い
つ
き
、
外
国
人
選
手
と
の

体
格
差
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
中
で
も
、
も
っ

と
強
く
な
り
た
い
と
い
う
意
欲
が
湧
く
意

義
あ
る
大
会
で
し
た
」
と
大
武
さ
ん
。

　

水
泳
を
長
く
続
け
る
秘
訣
は
「
タ
イ
ム

更
新
の
達
成
感
と
、
ま
わ
り
か
ら
『
す
ご

い
ね
！
』
と
言
わ
れ
る
こ
と
」
と
周
囲
か
ら

の
サ
ポ
ー
ト
に
感
謝
す
る
様
子
を
見
せ
ま

し
た
。
特
に
ク
ラ
ス
担
任
の
加
藤
木
美
乃

里
先
生
か
ら
は
、「
自
分
の
た
め
だ
け
で
な

く
他
者
の
た
め
に
も
泳
ぎ
、
応
援
さ
れ
る

選
手
に
な
る
」と
い
う
テ
ー
マ
が
与
え
ら
れ
、

そ
の
言
葉
を
常
に
意
識
し
て
大
会
に
臨
ん

だ
と
言
い
ま
す
。
水
泳
で
良
い
成
績
を
収

め
る
だ
け
で
な
く
、
競
技
を
通
じ
て
人
間

性
も
高
め
る
よ
う
指
導
し
て
く
れ
る
先
生

や
コ
ー
チ
、
友
人
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
そ

う
で
す
。

　

大
役
を
背
負
う
中
、
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し

て
最
も
苦
労
し
た
の
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

育
む
こ
と
で
し
た
。
チ
ー
ム
が
ま
と
ま
る

よ
う
、
大
会
前
の
合
宿
で
選
手
同
士
の
交

流
を
深
め
る
た
め
の
ゲ
ー
ム
や
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
女
子
代
表
キ
ャ
プ
テ
ン
と
考
案
す

る
な
ど
、
活
発
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
一
番
の
目
標
は
、
東
京

2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
へ
の
出
場
。
ま
ず
は
11
月
の

大
会
で
、
前
回
悔
し
く
も
3
位
だ
っ
た
競

技
の
タ
イ
ム
を
抜
か
し
た
い
、
と
こ
れ
か
ら

の
意
気
込
み
を
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

芝
浦
工
大
附
属
中
学
高
等
学
校

芝
浦
工
大
柏
中
学
高
等
学
校

日
本
代
表
の
男
子
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て

チ
ー
ム
を
牽
引
し
、日
本
高
校
新
記
録
を
樹
立

D
N
A
出
前
講
座

～
謎
の
お
肉
の
D
N
A
鑑
定
～

外国人選手との交流も深める合計 4つのメダルを獲得！

大武誠之さんポスター発表を行う武藤さん（写真左）と鈴木さん（写真右）

平
成
30
年
度 

Ｓ
Ｓ
Ｈ
生
徒
研
究
発
表
会

　

8
月
22
日
、
中
学
生
を
対
象
に
、
化

学
実
験
室
に
て
、
公
益
財
団
法
人
か
ず

さ
D
N
A
研
究
所
の
講
師
を
招
い
た

『
D
N
A
出
前
講
座
』を
実
施
し
ま
し
た
。

　

微
量
な
液
体
を
扱
う
マ
イ
ク
ピ
ペ
ッ

　

８
月
に
神
戸
で
開
催
さ
れ
た
全
国

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

研
究
発
表
会
に
、
科
学
部
の
武
藤
美
佑

さ
ん
と
鈴
木
美
洸
さ
ん
（
高
校
2
年
）

が
出
場
し
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に

参
加
し
ま
し
た
。

　
「
ゲ
ル
法
に
よ
る
ア

ラ
ゴ
ナ
イ
ト
の
結
晶

作
成
」の
発
表
を
行
っ

た
武
藤
さ
ん
は
、「
多

く
の
方
に
発
表
を
聞

い
て
い
た
だ
き
、
さ

ま
ざ
ま
な
質
問
と
ご

指
摘
を
い
た
だ
け
た

の
で
、
今
後
研
究
を

続
け
る
に
あ
た
っ
て

大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。」
と
感
想
を
述

べ
る
な
ど
、
全
国
の

Ｓ
Ｓ
Ｈ
校
の
代
表
者

が
一
堂
に
会
し
て
活

発
な
や
り
と
り
が
さ

れ
る
場
で
の
発
表
は

大
変
貴
重
な
経
験
に

な
り
ま
し
た
。

　

科
学
部
で
は
、
９

月
に
開
催
さ
れ
た
千

葉
大
学
高
校
生
理
科

ト
や
遠
心
機
、
電
気
泳
動
装
置
と
い
っ

た
専
門
的
な
機
器
を
用
い
て
、
D
N
A

の
研
究
に
欠
か
せ
な
い
P
C
R
法
や

ア
ガ
ロ
ー
ス
ゲ
ル
電
気
泳
動
な
ど
分
子

生
物
学
的
な
手
法
で
、
各
自
に
配
ら
れ

た
謎
の
食
肉
（
ブ
タ
、
ト
リ
、
ウ
シ
）

の
D
N
A
鑑
定
を
体
験
し
、
分
子
生

物
学
実
験
の
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。

研
究
発
表
会
に
お
い
て
も
、
武
藤
さ
ん
、

古
澤
生
帆
さ
ん
、
鈴
木
律
平
さ
ん
（
い

ず
れ
も
高
校
2
年
）
の
３
名
が
そ
れ
ぞ

れ
の
研
究
発
表
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

い
ま
す
。
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大
石
知
司
教
授
（
応
用
化
学
科
）
は
、

大
気
中
で
銅
錯
体
膜
へ
の
レ
ー
ザ
ー
照

射
に
よ
り
、
有
機
樹
脂
上
へ
の
銅
配
線

が
簡
便
に
形
成
で
き
、
配
線
形
成
の
低

コ
ス
ト
化
に
貢
献
で
き
る
技
術
を
開
発

し
ま
し
た
。

　
近
年
、
印
刷
技
術
を
利
用
し
て
集
積

回
路
や
デ
バ
イ
ス
を
作
る
技
術
（
プ
リ

ン
タ
ブ
ル
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
）
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
未
だ
そ
の
配
線

行
程
に
は
、
大

が
か
り
な
真
空

処
理
設
備
や
複

雑
な
作
製
プ
ロ

セ
ス
を
必
要
と

し
、
結
果
的
に

コ
ス
ト
や
時
間

が
か
か
り
ま

す
。
本
研
究
で

は
、
大
気
中
で

銅
の
処
理
を
可

能
と
し
、
数
ミ

ク
ロ
ン
幅
の
配

　
堀
江
亮
太
准
教
授
（
情
報
通
信
工
学

科
）
は
、
脳
波
な
ど
の
生
体
信
号
か
ら

複
数
の
参
加
者
の
精
神
的
な
盛
り
上
が

り
を
計
測
し
、
度
合
い
に
応
じ
て
ハ
ー

ト
マ
ー
ク
や
桜
吹
雪
な
ど
の
視
覚
効
果

と
し
て
演
出
し
一
体
感
を
世
界
中
で
共

有
で
き
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し
ま
し
た
。（
※
特
願

2
0
1
8-

1
2
7
8
3
3
号
「
ラ
イ

ブ
演
出
シ
ス
テ
ム
、
お
よ
び
ラ
イ
ブ
演

出
方
法
」、
出
願
人
：
学
校
法
人
芝
浦
工

業
大
学
）

　

簡
易
脳
波
計
で
脳
波
を
測
定
し
、
精

神
的
な
盛
り
上
が
り
に
伴
っ
て
増
加
す

る
β
／
α
比
を
算
出
。
β
／
α
比
が
増
加

し
、
閾
値
を
超
え
た
と
き
に
視
覚
効
果

を
表
示
さ
せ
ま
す
。
参
加
者
の
盛
り
上

が
り
に
応
じ
た
視
覚
効
果
を
共
有
す
る

こ
と
で
実
際
の
ラ
イ
ブ
会
場
の
よ
う
な
一

体
感
を
得
ら
れ
、
生
体
信
号
の
反
応
の

み
を
要
す
る
た
め
会
場
に
出
向
く
こ
と

が
で
き
な
い
肢
体
不
自
由
者
や
高
齢
者

が
能
動
的
に
参
加
で
き
ま
す
。 

ラ
イ
ブ

線
形
成
が
有
機
樹
脂
上
に
形
成
で
き
る

も
の
で
す
。
従
来
は
レ
ー
ザ
ー
照
射
に

耐
え
ら
れ
る
ガ
ラ
ス
な
ど
の
素
材
に
し

か
形
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ

に
よ
り
柔
ら
か
く
耐
熱
性
が
低
い
有
機

樹
脂
へ
の
銅
配
線
が
可
能
に
。
柔
軟
性

を
必
要
と
す
る
生
体
セ
ン
サ
ー
や
、
設

置
場
所
を
選
ば
な
い
太
陽
電
池
へ
の
展

開
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

に
限
ら
ず
講
演
会
や
企
業
発
表
会
、
学

校
で
の
授
業
な
ど
で
参
加
者
の
反
応
を

可
視
化
す
る
な
ど
の
展
開
も
可
能
で
す
。

　
将
来
的
に
は
、
各
地
で
行
わ
れ
る
多

様
な
ラ
イ
ブ
を
繋
げ
る
シ
ス
テ
ム
に
拡

張
し
、「
生
体
情
報
で
世
界
を
つ
な
げ
る

ラ
イ
ブ
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

レ
ー
ザ
ー
照
射
す
る
だ
け
で

簡
単
に
有
機
樹
脂
フ
ィ
ル
ム
に

銅
配
線
が
形
成
で
き
る
技
術
を
開
発

脳
波
を
用
い
て
参
加
者
同
士
の

一
体
感
が
共
有
で
き
る
、

ラ
イ
ブ
体
験
シ
ス
テ
ム
を
開
発

高
コ
ス
ト
設
備
が
不
要
で
電
子
回
路・デ
バ
イ
ス
の
新
製
造
プ
ロ
セ
ス
構
築
へ

「
生
体
情
報
で
世
界
を
つ
な
げ
る
ラ
イ
ブ
」の
実
現
へ

情報通信工学科
堀江亮太准教授

応用化学科
大石知司教授

有機樹脂上のレーザー照射した箇所への銅形成が可能となった

CONGRATULATIONS
学会受賞レポート

※学年・職位・指導教員は受賞時のものです。

研究やその他の活動において顕著な活躍をした芝浦工大関係者を紹介します。

第41回日本神経科学大会
ジュニア研究者ポスター賞

Build Live Japan 2017
Building Smart 大賞

第26回日本過酸化脂質・抗酸化物質学会
若手奨励賞

日本応用数理学会 2018 年度 年会
最優秀ポスター賞

第 6 回
コンクリート構造物の非破壊検査シンポジウム
新進賞

表面技術協会 第137回講演大会
学術奨励講演賞

日本TDM学会
「IATDMCT学術大会」派遣賞（海老原賞）

大場 柾樹 さん
システム理工学専攻 1 年

荒木 萌 さん
建設工学専攻 1 年

加藤 優吾 教授
システム理工学専攻 2 年

福田 亜希子 准教授
数理科学科

中村 絢也 さん
建設工学専攻 1 年

石田 宗嗣 さん
応用化学専攻 1 年

Ibrahim Masud さん
機械工学専攻 2 年

宇田川 剛さん、大塚 健太郎さん、斉藤 有生さん
ともに建設工学専攻 2 年
石塚 慈生さん　建設工学専攻１年

奥田 宏志 准教授
生命科学科

久田 柊太朗 さん
材料工学専攻 1 年※受賞時

林 俊介 さん
応用化学専攻 2 年

石田 和也 さん、折原 耕平 さん
ともに電気電子情報工学専攻 2 年

六車 仁志 教授   電子工学科

阿部 雄一 さん、髙田 拓実 さん
ともに機械機能工学科 4 年

指導教員：福井 浩二 教授 （生命科学科）

指導教員：伊代田 岳史 教授（土木工学科） 指導教員：吉見 靖男 教授 （応用化学科）

指導教員：伊代田 岳史 教授（土木工学科）

指導教員：吉見 靖男 教授（応用化学科）

AAM Asia Technical Cup 2018
Silver Medal

化学工学会室蘭大会2018
優秀学生賞

ICOGE2018
Excellent Oral Paper Presentation 
Award

4回Lumion Competition Japan
スチューデント賞

日本リメディアル教育学会 第14回全国大会 
2018年度 大会発表優秀賞

第28回日本病態生理学会大会
奨励賞

Analytical Sciences
Hot Article Award Analytical Sciences
優秀論文賞

大場 柾樹 さん
システム理工学専攻 1 年

指導教員：廣瀬 敏也 准教授（機械機能工学科）

指導教員：諏訪 好英 教授（機械工学科）指導教員：福井 浩二 教授（生命科学科）

指導教員：澤田 英行 教授（環境システム学科）

指導教員：福井 浩二 教授 （生命科学科）指導教員：石﨑 貴裕 教授（材料工学科）
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